
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年11月12日

【四半期会計期間】 第80期第２四半期(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

【会社名】 北越工業株式会社

【英訳名】 HOKUETSU INDUSTRIES CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　吉岡謙一

【本店の所在の場所】 新潟県燕市下粟生津3074番地

【電話番号】 0256(93)5571

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　肥田格

【最寄りの連絡場所】 新潟県燕市下粟生津3074番地

【電話番号】 0256(93)5571

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　肥田格

【縦覧に供する場所】 北越工業株式会社東京本社

　 (東京都新宿区西新宿一丁目22番２号新宿サンエービル)

　 北越工業株式会社西日本支店

　 (大阪府摂津市新在家二丁目32番13号)

　 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

 1/26



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第79期

第２四半期連結
累計期間

第80期
第２四半期連結
累計期間

第79期
第２四半期連結
会計期間

第80期
第２四半期連結
会計期間

第79期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 (千円) 7,411,97010,399,3084,175,0085,514,99217,459,810

経常利益又は経常損失(△)(千円) △297,386 194,164△122,020 175,779 100,288

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △276,346 111,477△127,977 131,583 66,721

純資産額 (千円) ― ― 9,936,73710,168,13510,236,169

総資産額 (千円) ― ― 17,334,22818,938,10619,872,904

１株当たり純資産額 (円) ― ― 328.86 343.27 343.18

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △9.21 3.77 △4.26 4.45 2.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 56.9 53.3 51.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,295,1261,406,303 ― ― 1,357,621

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △203,924△78,070 ― ― △369,650

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,327,349△1,088,116 ― ― △1,305,850

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,302,2123,391,6543,211,484

従業員数 (名) ― ― 558 532 535

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第79期及び第80期第２四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第79期第２四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当た

り四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
532
(108)

(注)　１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
401
(57)

(注)　１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

前年同四半期比(％)

建設機械事業(千円) 3,488,283 ―

産業機械事業(千円) 520,057 ―

合計(千円) 4,008,341 ―

(注)　１　金額は販売価格によって表示しております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

前年同四半期比(％)

建設機械事業(千円) 627,722 ―

産業機械事業(千円) 251,967 ―

合計(千円) 879,689 ―

(注)　１　金額は仕入価格によって表示しております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社グループにおける製品は、ほとんど見込生産によっておりますので、受注状況の記載を省略しております。

　

(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

前年同四半期比(％)

建設機械事業(千円) 4,491,436 ―

産業機械事業(千円) 1,023,556 ―

合計(千円) 5,514,992 ―

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　　

３【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

　

　　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかながらも需要の回復が進み、輸出及び生産の増加によ

り景気に持ち直しの動きがみられるものの、雇用環境及び個人所得の改善は緩慢で、為替の急激な円高に伴う国内

市場の減速などによる先行き不透明感もあり、厳しい状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループはお客様のニーズを取り込んだ製品の開発を進め、オイルフェンス一体型

発電機及び省エネスクリュコンプレッサ「ＰＲＯＡＩＲシリーズ」のシリーズ化並びに販売強化及び新たな取引

国の開拓に継続して取り組むとともに、生産体制の見直しや経費の圧縮等による収益改善に努めてまいりました。

その結果、売上高は国内が3,422百万円、海外が2,092百万円となり、全体では5,514百万円（前年同期比32.1％

増）となりました。

損益につきましては、売上高の増加と経費削減の継続的な取り組みにより、営業利益は163百万円（前年同期は営

業損失144百万円）、経常利益は175百万円（前年同期は経常損失122百万円）、四半期純利益は131百万円（前年同

期は四半期純損失127百万円）となりました。　

　

セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

①　建設機械事業

建設機械事業では、中国を始めとするアジア諸国の需要をけん引役としてポータブルコンプレッサの出荷が増加

し、国内ではオイルフェンス一体型発電機の出荷が堅調に推移した結果、売上高は4,491百万円となりました。

　

②　産業機械事業

産業機械事業では、工場設備用コンプレッサの屋外設置や省エネのニーズを取り込んで、売上高は1,023百万円と

なりました。　

　

(2) 財政状態の分析

①　流動資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産残高は、前連結会計年度末に比べ801百万円減少し、12,821百万

円となりました。これは主に、「第５　経理の状況、１　四半期連結財務諸表、(3) 四半期連結キャッシュ・フロー

計算書」に記載のとおり現金及び預金が増加したこと及び回収期間の短い海外売上が増加したことにより受取

手形及び売掛金が減少したことによるものであります。　

　

②　固定資産　

当第２四半期連結会計期間末における固定資産残高は、前連結会計年度末に比べ133百万円減少し、6,116百万

円となりました。これは主に、減価償却により有形固定資産が減少したこと及び時価の下落により投資有価証券

が減少したことによるものであります。
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③　流動負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債残高は、前連結会計年度末に比べ833百万円減少し、6,113百万

円となりました。これは主に、借入金の返済により短期借入金が減少したことによるものであります。　

　

④　固定負債

当第２四半期連結会計期間末における固定負債残高は、前連結会計年度末に比べ33百万円減少し、2,656百万円

となりました。これは主に、役員の退任により役員退職慰労引当金が減少したことによるものであります。　

　

⑤　純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産残高は、前連結会計年度末に比べ68百万円減少し、10,168百万円

となりました。これは主に、為替の円高により為替換算調整勘定が減少したことによるものであります。　

　　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ364百万円増加

し、3,391百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,090百万円の収入超過（前年同期は984百万円の収入超過）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益、売上債権の減少及び仕入債務の増加等によるものであります。

　

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、60百万円の支出超過（前年同期は82百万円の支出超過）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得による支出等によるものであります。

　

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、622百万円の支出超過（前年同期は1,170百万円の支出超過）となりま

した。これは主に、短期借入れによる収入、短期借入金の返済による支出及び社債の償還による支出等によるもの

であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。　　

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は27,777千円であります。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,165,418 30,165,418
東京証券取引所
(市場第二部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数　1,000株

計 30,165,418 30,165,418 ― ―

　　

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

― 30,165,418 ― 3,416,544 ― 3,394,894
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(6)【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

佐藤美武 東京都杉並区 2,713 8.99

バイオグリーン有限会社 東京都杉並区下井草一丁目25－20 2,544 8.43

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１－５ 1,462 4.85

株式会社第四銀行 新潟県新潟市中央区東堀前通七番町1071－１ 1,439 4.77

佐藤陽子 東京都杉並区 1,419 4.71

北越工業持株会 新潟県燕市下粟生津3074 1,142 3.79

石田君江 新潟県長岡市 622 2.06

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 597 1.98

北越工業従業員持株会 新潟県燕市下粟生津3074 592 1.97

日立建機株式会社 東京都文京区後楽二丁目５－１ 390 1.29

計 ― 12,923 42.84

(注)　上記のほか、自己株式が770千株あります。　
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

770,000
―

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,020,000
29,020同上

単元未満株式
普通株式

375,418
― 同上

発行済株式総数 30,165,418 ― ―

総株主の議決権 ― 29,020 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式437株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
北越工業株式会社

新潟県燕市下粟生津3074 770,000 ― 770,000 2.55

計 ― 770,000 ― 770,000 2.55

　　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 177 176 140 144 136 131

最低(円) 140 127 131 131 126 123

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結会

計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結

累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法

人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,391,654 3,211,484

受取手形及び売掛金 6,286,206 7,208,584

商品及び製品 2,176,382 2,292,138

仕掛品 159,095 145,611

原材料及び貯蔵品 412,122 414,975

繰延税金資産 172,572 130,044

その他 227,514 221,954

貸倒引当金 △4,239 △2,166

流動資産合計 12,821,309 13,622,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,255,634 4,242,641

減価償却累計額 △3,373,831 △3,334,648

建物及び構築物（純額） 881,802 907,993

機械装置及び運搬具 5,741,701 5,742,859

減価償却累計額 △4,806,717 △4,762,604

機械装置及び運搬具（純額） 934,984 980,255

土地 1,614,352 1,614,352

建設仮勘定 4,434 9,821

その他 1,048,183 1,011,326

減価償却累計額 △974,555 △953,681

その他（純額） 73,627 57,645

有形固定資産合計 3,509,201 3,570,067

無形固定資産 282,073 313,861

投資その他の資産

投資有価証券 1,390,268 1,459,712

繰延税金資産 685,710 660,881

その他 299,235 287,764

貸倒引当金 △49,693 △42,008

投資その他の資産合計 2,325,521 2,366,349

固定資産合計 6,116,797 6,250,278

資産合計 18,938,106 19,872,904
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,541,319 4,644,544

短期借入金 511,702 1,399,992

1年内償還予定の社債 － 60,000

未払法人税等 114,683 55,091

賞与引当金 308,085 222,940

その他 637,924 564,568

流動負債合計 6,113,715 6,947,135

固定負債

社債 500,000 500,000

長期借入金 50,000 101,706

退職給付引当金 1,714,446 1,638,088

役員退職慰労引当金 161,454 219,389

ＰＣＢ対策引当金 125,000 125,000

負ののれん 9,076 10,473

その他 96,277 94,941

固定負債合計 2,656,255 2,689,599

負債合計 8,769,971 9,636,735

純資産の部

株主資本

資本金 3,416,544 3,416,544

資本剰余金 3,394,894 3,394,894

利益剰余金 3,514,110 3,461,884

自己株式 △116,628 △87,110

株主資本合計 10,208,920 10,186,213

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,647 53,728

為替換算調整勘定 △133,147 △73,201

評価・換算差額等合計 △118,500 △19,473

少数株主持分 77,715 69,429

純資産合計 10,168,135 10,236,169

負債純資産合計 18,938,106 19,872,904
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 7,411,970 10,399,308

売上原価 6,000,656 8,375,401

売上総利益 1,411,314 2,023,906

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 159,400 204,052

貸倒引当金繰入額 － 2,946

役員報酬及び給料手当 633,813 654,971

賞与引当金繰入額 144,019 128,971

退職給付引当金繰入額 62,215 65,414

役員退職慰労引当金繰入額 14,571 15,197

その他 758,454 751,194

販売費及び一般管理費合計 1,772,474 1,822,748

営業利益又は営業損失（△） △361,160 201,157

営業外収益

受取利息 1,916 794

受取配当金 14,969 15,552

為替差益 7,205 －

助成金収入 59,406 25,069

その他 27,920 10,391

営業外収益合計 111,417 51,808

営業外費用

支払利息 18,161 13,520

社債発行費 7,045 －

為替差損 － 36,753

その他 22,436 8,527

営業外費用合計 47,643 58,801

経常利益又は経常損失（△） △297,386 194,164

特別利益

固定資産処分益 1 1

貸倒引当金戻入額 1,075 －

賞与引当金戻入額 72,449 －

特別利益合計 73,526 1

特別損失

固定資産処分損 522 1,428

投資有価証券売却損 2,054 －

投資有価証券評価損 － 3,891

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,286

貸倒引当金繰入額 － 6,847

特別損失合計 2,577 13,454

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△226,437 180,711

法人税、住民税及び事業税 48,956 101,776

法人税等調整額 9,593 △40,828

法人税等合計 58,549 60,948

少数株主損益調整前四半期純利益 － 119,763

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8,640 8,286

四半期純利益又は四半期純損失（△） △276,346 111,477
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 4,175,008 5,514,992

売上原価 3,395,867 4,401,906

売上総利益 779,140 1,113,086

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 86,696 113,588

貸倒引当金繰入額 － 2,665

役員報酬及び給料手当 313,778 333,369

賞与引当金繰入額 83,977 68,076

退職給付引当金繰入額 33,642 32,255

役員退職慰労引当金繰入額 9,137 9,780

その他 396,868 390,020

販売費及び一般管理費合計 924,100 949,755

営業利益又は営業損失（△） △144,959 163,330

営業外収益

受取利息 774 376

受取配当金 6,408 8,371

助成金収入 26,277 22,397

その他 16,172 4,906

営業外収益合計 49,633 36,052

営業外費用

支払利息 6,935 7,332

社債発行費 7,045 －

為替差損 1,684 10,013

その他 11,029 6,256

営業外費用合計 26,694 23,603

経常利益又は経常損失（△） △122,020 175,779

特別利益

賞与引当金戻入額 72,449 －

特別利益合計 72,449 －

特別損失

固定資産処分損 519 185

投資有価証券評価損 － 3,891

貸倒引当金繰入額 － 6,847

特別損失合計 519 10,924

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△50,090 164,855

法人税、住民税及び事業税 31,226 24,911

法人税等調整額 48,882 5,252

法人税等合計 80,108 30,163

少数株主損益調整前四半期純利益 － 134,691

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,221 3,108

四半期純利益又は四半期純損失（△） △127,977 131,583
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△226,437 180,711

減価償却費 195,451 201,872

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,478 76,358

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,063 9,757

受取利息及び受取配当金 △16,885 △16,347

支払利息 18,161 13,520

投資有価証券売却損益（△は益） 2,054 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,891

有形固定資産処分損益（△は益） 521 1,427

売上債権の増減額（△は増加） 1,505,786 922,378

たな卸資産の増減額（△は増加） △57,317 105,125

仕入債務の増減額（△は減少） △545,730 △79,553

未収消費税等の増減額（△は増加） 141,396 △9,315

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,118 7,746

その他 114,374 △55,229

小計 1,140,670 1,362,344

利息及び配当金の受取額 16,139 15,858

利息の支払額 △20,356 △13,209

法人税等の還付額 158,673 41,310

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,295,126 1,406,303

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △204,828 △68,939

有形固定資産の売却による収入 57 344

無形固定資産の取得による支出 △9,842 △10,000

投資有価証券の取得による支出 △355 △58

投資有価証券の売却による収入 3,000 －

貸付金の回収による収入 638 583

定期預金の預入による支出 △632 －

定期預金の払戻による収入 8,038 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △203,924 △78,070

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,700,000 1,570,000

短期借入金の返済による支出 △3,800,000 △2,370,000

長期借入金の返済による支出 △104,596 △139,996

社債の発行による収入 500,000 －

社債の償還による支出 △410,000 △60,000

自己株式の取得による支出 △804 △29,518

配当金の支払額 △210,968 △58,602

少数株主への配当金の支払額 △980 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,327,349 △1,088,116

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,289 △59,946

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,216,858 180,170

現金及び現金同等物の期首残高 3,519,070 3,211,484

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,302,212

※
 3,391,654
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しており

ます。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日) 

(四半期連結損益計算書)　

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連

結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
 (自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日) 

(四半期連結損益計算書)　

１　前第２四半期連結会計期間において販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金

繰入額」は、重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することといたしました。

なお、前第２四半期連結会計期間の「その他」に含まれる「貸倒引当金繰入額」は0千円であります。

２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第２

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

　　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

前連結会計年度末(平成22年３月31日)

該当事項はありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成

22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び当第２四半期連結会計期間(自　平成

22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

　　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
 (自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日) 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,327,052千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △24,840千円

現金及び現金同等物 2,302,212千円

　

現金及び預金勘定 3,391,654千円

現金及び現金同等物 3,391,654千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成

22年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 30,165,418

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 770,437

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 59,251 2 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

　

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

当社及び連結子会社は、建設機械・産業機械の製造及び販売並びにこれらに関連する業務のみを行っております

ので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当社及び連結子会社は、建設機械・産業機械の製造及び販売並びにこれらに関連する業務のみを行っております

ので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　 欧州(千円) 北米(千円) アジア(千円)
その他の地域
(千円)

計(千円)

Ⅰ　海外売上高 34,161 191,409739,645234,6871,199,904

Ⅱ　連結売上高 　 　 　 　 4,175,008

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

0.8 4.6 17.7 5.6 28.7

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1) 欧州……………ドイツ、オランダ、イタリア等

(2) 北米……………米国等

(3) アジア…………中国、シンガポール等

(4) その他の地域…ロシア、中近東、アフリカ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　 欧州(千円) 北米(千円) アジア(千円)
その他の地域
(千円)

計(千円)

Ⅰ　海外売上高 97,964 229,7401,505,467466,9682,300,141

Ⅱ　連結売上高 　 　 　 　 7,411,970

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

1.3 3.1 20.3 6.3 31.0

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1) 欧州……………ドイツ、オランダ、イタリア等

(2) 北米……………米国等

(3) アジア…………中国、シンガポール等

(4) その他の地域…ロシア、中近東、アフリカ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)及び当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)　

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについ

て国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「建設機械事業」及び「産業機械事業」の２つを報告セグメントとしております。

「建設機械事業」は、ポータブルコンプレッサ、ディーゼル発電機及び高所作業車等を生産しております。

「産業機械事業」は、ステーショナリーコンプレッサ等を生産しております。

　

２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)　

　 建設機械事業(千円) 産業機械事業(千円) 合計(千円)

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 8,459,777 1,939,530 10,399,308

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 8,459,777 1,939,530 10,399,308

セグメント利益 481,153 94,491 575,644

　　

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)　

　 建設機械事業(千円) 産業機械事業(千円) 合計(千円)

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 4,491,436 1,023,556 5,514,992

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 4,491,436 1,023,556 5,514,992

セグメント利益 287,426 65,257 352,683

　

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

21/26



３　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項)

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

利益 金額(千円)

報告セグメント計 575,644

全社費用(注) △374,486

四半期連結損益計算書の営業利益 201,157

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

利益 金額(千円)

報告セグメント計 352,683

全社費用(注) △189,352

四半期連結損益計算書の営業利益 163,330

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

４　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日)を適用しております。　
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　

１株当たり純資産額 343.27円

　

１株当たり純資産額 343.18円

　

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

前第２四半期連結累計期間
 (自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △9.21円 １株当たり四半期純利益金額 3.77円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
 (自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

△276,346 111,477

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

△276,346 111,477

普通株式の期中平均株式数(株) 30,018,254 29,592,201

　

前第２四半期連結会計期間
 (自　平成21年７月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
 (自　平成22年７月１日
 至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △4.26円 １株当たり四半期純利益金額 4.45円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
 (自　平成21年７月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
 (自　平成22年７月１日
 至　平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

△127,977 131,583

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

△127,977 131,583

普通株式の期中平均株式数(株) 30,016,878 29,567,481

　

　

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成21年11月12日

北越工業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 湯　　浅　　英　　雄　　㊞

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 塚　　田　　一　　誠　　㊞

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北

越工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越工業株式会社及び連結子会社の

平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年11月11日

北越工業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 野　　本　　直　　樹　　㊞

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 塚　　田　　一　　誠　　㊞

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北

越工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越工業株式会社及び連結子会社の

平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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